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商工観光課観光定住係　☎０８２４−７３−１１７９
　

商
工
観
光
課
は
、高
野
町
出
身
の
漫
画

家
瀬
尾
公
治
さ
ん
が
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン

に
連
載
中
の『
君
の
い
る
町
』と
連
携
し
て

庄
原
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、『
君
の
い
る
町
×
庄
原

市
』コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
君
の
い
る
町
」オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
庄
原
市

を
Ｐ
Ｒ

　

講
談
社
が
制
作
す
る『
君
の
い
る
町
』の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
、作
品
中
の
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
庄
原
市
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
紹
介
す
る
場
面
を
収
録
し
、市
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、『
君
の
い
る
町
』の
単
行

本
第
17
巻
に
付
く
限
定
版
と
し
て
制
作
。

約
30
分
の
特
別
制
作
ア
ニ
メ
で
、本
編
約
25

分
と
庄
原
市
の
紹
介
が
約
３
分
収
録
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

発
売
予
定
日
は
来
年
3
月
16
日（
金
）、

書
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。購
入
申
込
の
締
め
切
り
は
1
月
31
日

（
火
）で
す
。

●
経
過
と
今
後
の
取
り
組
み

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
に
あ
わ
せ
て
、８
月
に

開
催
さ
れ
た
庄
原
よ
い
と
こ
祭
の
ポ
ス
タ
ー

と
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
に『
君
の
い
る
町
』の
イ
ラ

ス
ト
が
提
供
さ
れ
、８
月
24
日
発
売
の
週
刊

少
年
マ
ガ
ジ
ン
第
39
号
で
は
、カ
ラ
ー
誌
面
で

こ
の
事
業
と
庄
原
よ
い
と
こ
祭
の
紹
介
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
事
業
に
連
携
し
た
取
り
組
み

と
し
て
、社
団
法
人
庄
原
青
年
会
議
所
が

主
催
す
る『
瀬
尾
公
治
マ
ン
ガ
教
室
』が
、12

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。瀬
尾
公
治
さ

ん
ご
本
人
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
も
、各
種
イ
ベ
ン
ト
告
知
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
Ｐ
Ｒ
を

行
って
い
く
ほ
か
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売
時
期
に
は
内

容
に
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
マッ
プ
の
作
成
や
、お

土
産
と
し
て
の
商
品
パッ
ケ
ー
ジ
開
発
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
活
用
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

アニメプロジェクト

　瀬尾公治さんと一緒にマンガ制作の流れや描き方が体験できるマンガ教室です。プロの漫画家が実際に使
用しているペンやインクなどを使ってマンガ制作を体験します。参加には事前申し込みが必要です。

瀬尾公治マンガ教室

とき　１２月１８日（日）１３時～１６時
ところ　高野中学校
対象者　市内の中学生・高校生
募集人数　２０人程度
募集締め切り　１１月２０日（日）必着
応募方法　各学校にある募集要項に必要事項を

記入し、申し込んでください。応募者多数の場合は
抽選により決定します。当選者には当選通知をお送
りします。
申し込み・問い合わせ
庄原市東本町１－２－２２　庄原商工会議所内

（社）庄原青年会議所　☎０８２４-７２-２１２１

瀬尾公治
昭和５０（１９７５）年高野町生まれ
庄原格致高校高野山分校卒
平成８年１月２５日週刊少年マガジン増刊号『ＨＡＬＦ＆ＨＡＬＦ』
でデビュー。前作「涼風」はＴＶアニメ化もされ単行本５００万部
を売り上げる大ヒット。現在は「君のいる町」（週刊少年マガジ
ン）のほか、『Ｐｒｉｎｃｅｓｓ Ｌｕｃｉａ』（月刊コミックブレイド）、『ラブプラ
スＲｉｎｋｏ Ｄａｙｓ』（月刊別冊少年マガジン）を連載中。

君のいる町
　週刊少年マガジンに平成２０年から連載中の漫画で単行本
は現在１５巻まで発売中。
　広島県の小さな町で高校入学を控えた主人公の家に、ヒロ
インの少女が突然居候として東京からやって来ることからはじ
まる青春物語です。
　この舞台となっているのが庄原市で『神野瀬の湯』や『高野
中学校』などの景色が作品内にたびたび登場しており、この景
色を探してファンの方が市内を訪れています。

ⓒ瀬尾公治／講談社


